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はじめに 

 外来種とは，もともといなかった国や地域に，人間

の活動により導入された種のことで，生態系や農林水

産業などに様々な影響を及ぼしている（自然環境研究

センター，2019）。水産業において問題視されている事

例としては，オオクチバスやコクチバス，チャネルキ

ャットフィッシュによる水産有用資源の食害や（高橋

ら，2001；淀・井口，2004；亀井ら，2021），ニジマス，

ブラウントラウト，ペヘレイなどによる在来魚種との

餌資源や生息場所の競合などが代表的である（半澤ら，

2004；下田，2012）。このような被害を及ぼす，または

そのおそれがある外来種の多くは，「生態系被害防止

外来種リスト」（環境省・農林水産省，2015）において

選定されているほか，2005 年に施行された「特定外来

生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律

（通称，外来生物法）」により対策が講じられてきた。 

そのような状況にも関わらず，これまで記録がなか

った種の新たな移入・定着が，近年になっても多く報

告されている。例えば本州からの記録だけでも，国外

外来種では，ガー科の Lepisosteus platostomus（山川・

瀬能，2016），Lepisosteus oculatus（内田ら，2021），コ

イ科のカワイワシ（Nitta et al., 2017），ダントウボウ（萩

原，2017），Callichthyidae の Corydoras aeneus（向井ら，

2014；内田・清野，2019），カワアナゴ科の Hypseleotris 

compressa（山川・瀬能，2016），ドンコ科のカラドンコ

（福地ら，2018）などが，国内外来種では，コイ科の

アブラボテ（谷口ら，2020），イトモロコ（池，2016；

外山ら，2019；三内・国松，2021），ズナガニゴイ（三

内・国松，2021），ドンコ科のドンコ（柳生ら，2021）

などが記録されている。 

このような新たな外来種の定着防止のためには早

期発見・防除が重要であり（環境省ら，2015），モニタ

リングやこれまでの侵入状況を知るための記録の蓄

積が必要である（Miyazaki et al., 2015）。これまで，茨

城県における外来魚の侵入状況は様々な報告により

記録されてきた（例えば，茨城県内水面水産試験場，

1999；野内ら，2008；茨城県水産試験場内水面支場，

2020 など）。しかしながら，それらのなかには正式な

報告となっていないものや，写真や標本などの証拠が

付されていないものが多い。そこで本報では，水産試

験場内水面支場に保存されていた標本およびその写

真資料に基づき，過去の県内における外来種の情報を

記録することを目的とし，ゼゼラ，フクドジョウ，

Salminus brasiliensis，Platydoras armatulus，チャネルキ

ャットフィッシュ，タイリクスズキおよびコクチバス

の 7 種について報告する。 

 

方  法 

 標本は濃度不明ホルマリン水溶液中に保存されて

おり，計数計測とその後の保管上問題があったため，

水洗した後に 70%エタノール水溶液中に保存した。標

準体長（以下，体長と表記）および全長の計測は Hubbs 

and Lagler（1958）に従い，その他の計数計測方法につ

いては各種の備考に示した同定の根拠となる文献に

従った。計測はノギスを用いて 0.1 mm 単位で行った。

科の分類体系および各種の学名は基本的に本村（2021）

に従い，掲載のない国外外来種については，科の分類

体系は van der Sleen and Albert（2018）に，各種の学名

は Piorski et al.（2008）および Gubiani et al.（2010）に



12                                           外山・山崎                                               

 

従った。標準和名は本村（2021）に従い，掲載のない

国外外来種については，備考にて国内における流通時

の通称を示すのみに留めた。骨格系の和名は矢部ら

（2017）に従ったが，適当な訳語が見つからないもの

については英名をそのまま示した。県内における報告

が稀な種については，備考にて同定の根拠を示した。

標本に関する情報は，標本番号，体長，全長，採集地

点，採集年月日，採集漁具，採集者の順に記したが，

不明な項目については示さなかった。報告に用いた標

本は，ミュージアムパーク茨城県自然博物館の動物資

料（INM-1）として登録・保管した。 

 

記  録 

コイ科 Cyprinidae 

Biwia zezera (Ishikawa, 1895) 

ゼゼラ（図 1A） 

 

標本：INM-1-96950，1 個体，体長 58.6 mm，全長 72.6 

mm，東茨城郡城里町御前山地先の那珂川（小場江堰周

辺），2005 年 5 月 10 日，投網，荒山和則． 

備考：本種は県内において久慈川（稲葉，2007），那珂

川（中村ら，2000），北浦（大森ら，2018），牛久沼（中

村・杉浦，1998），および利根川（水資源開発公団・資

源科学研究所，1968）で記録されている。本報告以前

の那珂川における標本に基づく記録はなかった。 

 

フクドジョウ科 Nemacheilidae 

Barbatula oreas (Jordan and Fowler, 1903) 

フクドジョウ（図 1B） 

 

標本：INM-1-96951，体長 64.8 mm，全長 77.4 mm，INM-

1-96952，体長 82.3 mm，全長 99.4 mm，久慈郡大子町

下野宮地先の久慈川，2003 年 8 月 26 日，投網，荒井

将人． 

備考：本種は県内において久慈川でのみ記録されてお

り，2000 年に初めて採集された（稲葉，2001）。本標本

は荒井ら（2005）により報告されている個体と同一で

ある。本標本は稲葉（2001）における確認から 3 年後

に採集されていることから，2003 年時点で本種が久慈

川に定着していた可能性が高いと推測される。また，

その後本種は 2010 年，2015 年および 2019 年の複数年

に渡り同河川で採集されており（国土交通省，2021），

現在は完全に定着していると考えられる。 

 

Bryconidae 

Salminus brasiliensis (Cuvier, 1816) 

（図 1C・2A） 

 

標本：INM-1-96953，体長 276.7 mm，全長 339.5 mm，

筑西市女方地先の鬼怒川，1997 年 10 月 28 日，さけ建

網． 

備考：本標本は吻が短いこと，下顎歯が 2 列で内側の

列は小さな単尖頭歯で構成されること，烏口骨が腹方

へ伸長せず竜骨状にならないこと，背鰭が体の中心付

近にあること，背鰭起部前方に小棘がないこと，臀鰭

の不分枝軟条数が 3 以上かつ分枝軟条数が 12 以上で

あること，体背面と腹面の鱗がほぼ同大であること，

側線鱗が後方に向かうほど少しずつ小さくなること，

腹部に鋸歯状突起がないこと，体サイズが比較的大き

いことなどの特徴から Bryconidae に含まれ（van der 

Sleen and Albert, 2018），また，顎歯が単尖頭で両顎に

それぞれ 2 列ずつあること，主上顎骨の上部が眼下骨

で覆われること，鱗が小さいこと，側線が体側の中央

付近を走ることなどの特徴から Salminus に含まれる

（van der Sleen et al., 2018）。さらに，側線上方横列鱗

数が 14 であること，側線鱗数が 98 であることなどの

特徴から，S. brasiliensisと同定された（Eigenmann, 1916; 

Lima and Britski, 2007）。 

 本種は南米南部のラプラタ川水系およびアマゾン

川水系が原産で，魚食性が高いことが知られ，最大 1 

mほどに成長することから現地では釣りの対象魚とし

て人気が高い（Gubiani et al., 2010）。国内では「ドラド」

と呼称され，観賞魚として流通する（阿部ら，2014）。

本標本は観賞魚として飼われていたが遺棄された個

体であると考えられており（茨城県内水面水産試験場，

2011），インターネットで検索すると，後述のPlatydoras 

armatulus ほど多くはないが，現在でも観賞魚として販

売されていることが確認できる。本種は魚食性が高い

ことから，定着した場合には在来種に対し捕食による

被害を及ぼすことが懸念されるが，本標本が採集され

て以降，採集地点とその周辺および国内における本種

の追加記録はなく，定着には至っていないと考えられ

る。また，原産地の気候を考慮すると，少なくとも茨

城県内で定着する可能性は低いであろう。国内におけ

る本種の野外採集標本に基づく報告は本研究が初と

なる。 
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Doradidae 

Platydoras armatulus (Valenciennes, 1840) 

（図 1D・2B） 

 

標本：INM-1-96954，体長 135.7 mm，全長 163.7 mm，

阿見町青宿地先の花室川河口，2003年 7月 2日，張網． 

備考：本標本は口が吸盤状でないこと，rostral plate に

棘がないこと，体側に 1 列の骨質板がありその中央部

に後方を向いた強固な棘があること，体長が 20 mm 以

上であることなどの特徴から Doradidae に含まれ（van 

der Sleen and Albert, 2018），また，口が亜端位であるこ

と，口唇が薄く側方へ広がらないこと，上顎のひげが

分枝しないこと，下顎の外側のひげが内側のひげより

も長いこと，下顎のひげのそれぞれが根元で接しない

こと，anterior nuchal plate が発達すること，擬鎖骨後部

の突起が細く長いこと，体側の骨質板が体軸に対して

垂直方向に長いこと，尾鰭下葉の分枝軟条数が 8 であ

ること，尾鰭の痕跡的鰭条が骨質板となっていること，

皮膚に小突起が発達しないことなどの特徴から，

Platydoras に含まれる（Birindelli and Sousa, 2018）。さ

らに，目が比較的小さく脂瞼の水平径は両眼間隔の

56.7％であること，体側の前から 10 番目の骨質板の高

さが体長の 12.0％であること，尾柄部側面の骨質板が

背面と腹面の骨質板と接すること，体側中央に明色の

縦帯があることなどの特徴から，P. armatulus と同定さ

れた（Piorski et al., 2008）。 

 本標本は野内ら（2008）における“ストライプトーキ

ングキャット P. costatus”と同じ個体である。しかし，

図 1 茨城県水産試験場内水面支場に保管されていた外来魚標本 A：ゼゼラ Biwia zezera，INM-1-96950，体長

58.6 mm，那珂川；B：フクドジョウ Barbatula oreas，INM-1-96951，体長 64.8 mm，久慈川；C：Salminus 

brasiliensis，INM-1-96953，体長 276.7 mm，鬼怒川；D：Platydoras armatulus，INM-1-96954，体長 

135.7 mm，花室川；E：チャネルキャットフィッシュ Ictalurus punctatus，INM-1-96955，体長 345.0 mm，

那珂川；F：タイリクスズキ Lateolabrax sp.，INM-1-96958，体長 225.8 mm，霞ヶ浦；G：コクチバスMicropterus 

dolomieu dolomieu，INM-1-96959，体長 104.9 mm，桜川；H：コクチバス，INM-1-96960，体長 126.3 mm，

久慈川． 
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P. costatus は体側中央に明色の縦帯がないことなどで

特徴づけられ（Piorski et al., 2008），P. armatulus とは別

種である。これは，長きに渡り P. costatus が体側中央

に明色の縦帯がある種として広く誤認識されていた

ために（Piorski et al., 2008），野内ら（2008）が準拠し

た阿部ら（1993）［文中では“ピーシーズ（1993）”］に

おいても，体側中央に明色の縦帯がある“ストライプト

ーキングキャット”を P. costatusとしたことに起因する

と考えられる。なお，“P. costatus”として一般的に流通

している観賞魚は，ほとんどが本標本と同種の P. 

armatulus であり（Dignall, 2020），阿部ら（1993）以外

の国外産観賞魚を主題とした図鑑においても，体側中

央に明色の縦帯がある本属魚類が，“P. costatus”とされ

ている例がよく見られる（例えば，ピーシーズ，2001；

江島・小林，2004；阿部ら，2014 など）。 

 本種は南米のオリノコ川水系，アマゾン川水系およ

びラプラタ川水系が原産で（Piorski et al., 2008），国内

では「ストライプトーキングキャット」や「ホワイト

ライントーキングキャット」，「ラファエルキャットフ

ィッシュ」と呼称され，観賞魚として流通する（ピー

シーズ，2001；江島・小林，2004；野内ら，2008；阿

部ら，2014）。本標本は観賞魚として飼われていたが遺

棄された個体だと考えられており（野内ら，2008），イ

ンターネットで検索すると，現在でも観賞魚として多

くの個体が比較的安価で販売されていることが確認

できることから，飼育者も多いと推測される。本標本

が採集されて以降，採集地点とその周辺および国内に

おける本種の追加記録はなく，定着には至っていない

と考えられる。また，原産地の気候を考慮すると，少

なくとも茨城県内で定着する可能性は低いであろう。

国内における本種の野外採集標本に基づく報告は本

研究が初となる。 

 

アメリカナマズ科 Ictaluridae 

Ictalurus punctatus (Rafinesque, 1818) 

チャネルキャットフィッシュ（図 1E） 

 

標本：INM-1-96955，体長 345.0 mm，全長 430.0 mm，

水戸市中河内町地先の那珂川（千歳橋下流），2020 年 6

月 3 日，釣り． 

備考：本種は利根川水系において 2000 年頃から個体

数が増加し（半澤，2004），魚類やエビ類といった水産

資源への食害や，背鰭および胸鰭の発達した棘状軟条

により漁業者の負傷や漁獲物の損傷などをもたらし，

水産業に甚大な被害を与えている（荒山，2015；古旗

ら，2021；亀井ら，2021）。本標本は茨城県水産試験場

内水面支場（2020）により那珂川本流において初めて

確認された個体と同一である。なお同水系内では，

2008 年，2009 年，2011 年に涸沼で採集された記録が

ある（茨城県内水面水産試験場，2009；茨城県水産試

験場内水面支場，2011）。 

 

スズキ科 Lateolabracidae 

Lateolabrax sp. 

タイリクスズキ（図 1F） 

 

標本：INM-1-96958，体長 225.8 mm，全長 270.9 mm，

土浦市沖宿町沖の霞ヶ浦（水深 4 m），2000 年 1 月 13

日，刺網． 

備考：本標本は吻長が体長の 8.1％であること，上顎長

が頭長の 43.1％であること，眼窩後縁から前鰓蓋骨後

縁にかけての水平長が吻長の 96.1％であること，背鰭

基底後端から臀鰭基底後端にかけての長さが体長の

14.8％であること，背鰭軟条数が 12 であること，臀鰭

軟条数が 7 であること，体側上部に鱗よりも大きい明

瞭な黒斑があることなどの特徴が，タイリクスズキ

Lateolabrax sp.に一致した（波戸岡，2013；Yokogawa, 

2019）。一方，本標本の下顎長は頭長の 52.3％であり，

49％以下であるとした Yokogawa（2019）の記載と異な

るが，その他の形質は本種によく一致することから，

ここでは下顎長を種内変異とみなし，本標本をタイリ

クスズキ Lateolabrax sp.と同定した。 

図 2 A：Salminus brasiliensis（INM-1-96953）および 

B：Platydoras armatulus（INM-1-96954）の採捕 

直後の生鮮時写真． 
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 本種は養殖対象魚として国内へ導入されたことが

知られ（野内ら，2008），漁業者により霞ヶ浦内で散発

的に採捕されている（茨城県水産試験場内水面支場，

未発表）。しかし，近年における本種の採捕記録はなく，

過去の記録も散発的であることから，定着には至って

いないと考えられる。 

 

サンフィッシュ科 Centrarchidae 

Micropterus dolomieu dolomieu Lacépède, 1802 

コクチバス（図 1G・H） 

 

標本：INM-1-96959，体長 104.9 mm，全長 128.7 mm，

つくば市北太田地先の桜川（旧太田堰上流），1999 年 9

月 28 日，投網，根本隆夫；INM-1-96960，体長 126.3 

mm，全長 157.0 mm，常陸太田市落合町地先の久慈川

（落合橋直下），2017 年 10 月 5 日，たも網，根本隆夫・

星野尚重． 

備考：本標本のうち INM-1-96959 は，茨城県内水面水

産試験場（1999）により県内で初めて採集された個体

と，INM-1-96960 は，茨城県水産試験場内水面支場

（2017）により久慈川水系で初めて採集された個体と

同一である。本種は，特定外来生物による生態系等に

係る被害の防止に関する法律により特定外来生物に

指定されているため保管・運搬が禁止されているにも

関わらず分布域が広がっており，久慈川（茨城県水産

試験場内水面支場，2017；外山，2020），那珂川（荒山

ら，2008），那珂川水系涸沼川（木村ら，2021），鬼怒

川・小貝川（増子，2010）で記録されている。これら

の水系は直接連続していないため，分布拡大は人為に

よると考えられる。なお，INM-1-96959 の採集地点で

ある太田堰は廃止されており現在はない。 
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